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どうなっているの?どうなっているの?

市　　　税
28億2,249万円
28億0,813万円

地方交付税
35億4,888万円
35億4,888万円

国庫支出金
17億0,818万円
18億7,847万円

市　　　債
2億0,330万円
16億1,490万円

県 支 出 金
5億3,897万円
6億7,819万円

繰　越　金
10億0,155万円
10億0,155万円

120億0,715万円

138億0,741万円
市民一人当たり　61万4,334円
一世帯当たり　 115万4,312円

市民１人当たり　 59万3,495円
一世帯当たり　　111万5,157円

繰　入　金
6億3,355万円
6億4,416万円

地方消費税交付金
5億3,051万円
5億3,051万円

寄　附　金
4億2,691万円
4億5,348万円

諸　収　入
2億2,081万円
2億4,791万円

そ　の　他
3億7,200万円
4億0,123万円

民　生　費
37億9,388万円
41億6,190万円

総　務　費
25億8,019万円
34億4,743万円

衛　生　費
10億1,876万円
12億7,499万円

教　育　費
10億2,837万円
12億0,598万円

土　木　費
11億8,260万円
13億4,452万円

公　債　費
8億5,577万円
8億7,529万円

消　防　費
4億2,571万円
4億7,935万円

商　工　費
3億6,989万円
4億1,650万円

農林水産業費
2億3,239万円
3億0,971万円

議　会　費
1億0,439万円
1億1,115万円

そ　の　他
791万円

1億8,059万円

歳
入

歳
出

下田市の家計簿は下田市の家計簿は
下田市の財政事情

令和5年度
下期執行状況
　市民の皆さまに令和５年度下
半期（令和６年３月31日現在）
の財政状況をお知らせします。
　これは、皆さまからの税金や
国、県から交付されるお金がど
のように使われているかを示す
もので、下田市の財政状態を示
した家計簿と言えるものです。

問合せ先
 財務課財政係（河内庁舎３階）
 　　　　　　　  ☎㉒3912

グラフの見方

区　分　名
収入・支出済額

予算額
濃色は収納・執行率（％）

令和５年度の主な施策
美しく生活しやすいまち
●ユニバーサルビーチイベントの実施
●環境学習の推進（アースキッズチャレンジ事業）
●里山整備の推進（大型機械の導入、シャクナゲの植栽ほか）
●景観まちづくりに対する助成
●伊豆縦貫道建設促進（IC周辺のまちづくり）

郷土への誇りと愛着を育むまち
●小中学校体験プログラム事業
●英語力向上プロジェクト事業
●文学シンポジウムの開催
●まちじゅう図書館事業
●市民スポーツセンター・市民文化会館の改修

人が集い、活力のあるまち
●移住・就業の支援（補助）
●伝統芸能を未来へつなげる移住・定住プロジェクト
●外ヶ岡交流館外壁改修
●事業者の販路拡大に向けた伴走支援
●空き店舗等を活用した創業の支援
●サテライトオフィス整備費の補助

安全・安心なまち
●市営治山事業（落合地区）
●事前復興まちづくり計画の策定
●家庭用ポータブル発電機等の購入補助
●消防団車両の更新
●出産・子育て応援金の支給
●子育て世帯応援給付金の支給
●保育管理システム（ICT）の導入
●高齢者サロン活動の支援

その他
●物価高騰対応重点支援給付金等の支給

目 的 別
会　　　計　　　名 予　算　額 収入済額（収入率） 支出済額（執行率）

残　　高 構成比 都市計画税 固定資産税 市民税

軽自動車税 市たばこ税 入湯税
8,140円 69,179円 49,643円

4,178円 9,366円 3,904円

39億8,000万円
22億2,287万円
15億0,639万円
8億2,872万円
5億3,779万円
13億0,917万円
103億8,494万円

342万円
951万円
305万円

30億7,181万円
28億8,456万円
4億2,859万円
2,502万円

12億8,935万円
15億2,785万円
92億4,316万円

344万円（100.6%）
949万円（99.8%）
304万円（99.7%）

26億2,201万円（85.4%）
28億2,547万円（98.0%）
3億9,708万円（92.6%）
2,479万円（99.1%）

11億9,020万円（92.3%）
15億1,636万円（99.2%）
85億9,188万円（93.0%）

141万円（41.2%）
756万円（79.5%）
304万円（99.7%）

26億0,269万円（84.7%）
24億6,991万円（85.6%）
3億7,104万円（86.6%）
1,714万円（68.5%）

11億0,242万円（85.5%）
13億3,932万円（87.7%）
79億1,453万円（85.6%）

●一般会計目的別の市債 ●一人あたりの市税負担額

●市有財産の状況

●令和5年度特別会計及び事業会計の執行状況
38.3%
21.4%
14.5%
8.0%
5.2%
12.6%
100.0％

臨 時 財 政 対 策 債
過 疎 対 策 事 業 費
教 育 債
総 務 債
土 木 債
そ の 他

合　　　計

稲 梓 財 産 区 特 別 会 計
下田駅前広場整備事業特別会計
公 共 用 地 取 得 特 別 会 計
国民健康保険事業特別会計
介 護 保 険 特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
集 落 排 水 事 業 特 別 会 計
水 道 事 業 会 計
下 水 道 事 業 会 計

合　　　　　計
土 地

建 物

基 金

出資による権利

有 価 証 券

会 計 名 残　　高 構成比 種　　類 保　有　状　況
103億8,494万円
32億1,387万円
40億9,989万円

6,466万円
177億6,336万円

市民１人当たり　　908,844円
１世帯当たり　　1,707,687円

●各会計の市債

58.5%
18.0%
23.1%
0.4%

100.0%

一 般 会 計
水 道 事 業 会 計
下 水 道 事 業 会 計
集落排水事業会計

合　　　計

3,916,935.52平方メートル
（一般会計分）

85,816平方メートル
（一般会計分）
46億1,223万円

（土地開発基金貸付金 1億6,300万円含む）

13億7,003万円

120万円

　特別会計とは、地方公共団体が特定の事業を行う
場合、その特定の収入をもって特定の支出に充て、
一般の収入・支出と区分して経理する必要がある場
合において、一般会計から分離して、別に収支経理
を行う会計のことを言います。

　現在、下田市には国民健康保険事業特別会計など
７つの特別会計と、事業会計として水道事業会計と
下水道事業会計があります。
　なお、集落排水事業特別会計は、令和６年度より
事業会計に移行しています。

4.4%

93.9%

75.0%

88.8%

88.8%

99.9%

85.3%

79.9%

88.0%

74.8%

91.2%

87.0%84.0%
収納率執行率

92.7%

89.1%

94.1%

100.0%

98.4%

79.5%

100.0%

12.6%

90.9%

100.5%

100.0%

115億9,986万円

138億0,741万円
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 市では、皆さんの健康管理の一環として、下記のとおり各種検診事業をおこなっています。

　令和７年４月１日時点で、40 歳以上 69 歳までの方は全ての検診について、また、70 歳以上の方は昨年

度受診された検診についてのみ、自動的に案内等を郵送いたします。

　70 歳以上の方で、昨年度受診していない検診を希望する方は、電話又は、東本郷庁舎⑤番電話又は、東本郷庁舎⑤番

窓口で直接申込みください窓口で直接申込みください（何年か前に受診したという方も申込みが必要になります）。

検診種別 対象年齢
（令和７年４月１日時点）

実施場所 料　　金 実施予定時期

大腸がん検診 40 歳以上 市内各地区 300 円
６月・８月～ 11 月・

令和７年２月

肺がん検診 40 歳以上

市内各地区

検診車
胸部Ⅹ線　無料

６月・８月～ 11 月

市内各地区
喀痰検査（対象者）

600 円

胃がん検診

胃部（Ⅹ線検査）
40 歳以上

市内各地区

検診車
900 円 ９月～ 10 月

子宮頸がん検診
20 歳以上の偶数年齢女性

及び 21 歳の女性

医療機関 1,700 円 ７月～令和７年２月

検診車 1,000 円 ６月６日・６月 20 日

乳がん検診

（マンモグラフィ）

40 歳以上の偶数年齢女性

及び 41 歳の女性

医療機関 1,300 円 ７月～令和７年２月

検診車 1,100 円 ６月６日・６月 20 日

肝炎ウィルス検査 40 歳以上の未受診者 市内各地区 700 円
６月・８月～ 11 月・

令和７年２月

　70 歳以上の方、及び 65 歳～ 69 歳で後期高齢者医療制度加入者、下田市検診

等徴収金免除証明書をお持ちの方（生活保護世帯・非課税世帯）は無料です。

　証明書の申請は、市民保健課健康づくり係（東本郷庁舎⑤番窓口）で受け付

けています。「証明書」発行には申請から約１週間かかります。

大腸がん検診

自分の便を採って

提出する簡単な検査

乳がん検診

レントゲンマンモグラフィで

1cm以下のしこりを発見します。

子宮頸がん検診

検査時間は５分程度です

痛みはありません。

胃がん検診

レントゲンで胃の小さな

病変も映し出す検査

肺がん検診

胸のレントゲンにより

肺の病変を診断する検査

令和６年度　がん検診等申込みについてのお知らせ
問合せ先　市民保健課健康づくり係（東本郷庁舎窓口⑤）☎㉒２２１７問合せ先　市民保健課健康づくり係（東本郷庁舎窓口⑤）☎㉒２２１７

　４月 24 日（水）から 26 日（金）の３日間、市が加盟しているフラワー都市交流連絡協議会の総会が富

山県砺波市で開催されました。

　花をテーマとしたまちづくりを目指す都市(フラワー都市)の相互交流を通して、加盟都市の各種産業、経済と

教育文化の振興などによる魅力ある地域の振興を目的として９都市が順番に総会会場となり交流を行っています。

　本市からは14名が参加し、市内見学や、加盟９都市の市民交流団が集うフラワーパーティーに出席しました。

　今年は「となみチューリップフェア」の開催時期に合わせて総会が行われ、満開のチューリップに参加

者は心癒されました。加盟都市の市民団総勢 270 人が参加したフラワーパーティーでは、地元団体のアト

ラクションや地酒、地場産品の料理を堪能。参加者の中には、過去に交流した加盟都市市民団との再会を

喜び、各々に交流を楽しみました。

　来年は５月、岐阜県大野町の「バラまつり大野」に併せて開催予定となっております。

　今後も市民の方々にご参加頂き、花を通じての都市交流を広げていきたいと思います。

フラワー都市交流 in 富山県砺波市フラワー都市交流 in 富山県砺波市

～チューリップで広がる彩りの波～～チューリップで広がる彩りの波～

問合せ先：観光交流課観光企画係（河内庁舎２階）☎㉒３９１３問合せ先：観光交流課観光企画係（河内庁舎２階）☎㉒３９１３

➡ ➡ 市長によるわがまち紹介 フラワーパーティー鏡開き集合写真（高山市） ➡

➡ 砺波市のチューリップ広場 ➡ 市民団の皆さん（砺波市）



問合せ先　 企画課政策推進係（河内庁舎２階）　☎㉒２２１２問合せ先　 企画課政策推進係（河内庁舎２階）　☎㉒２２１２

問合せ先　 企画課庁舎建設係（河内庁舎３階）　☎㉒２２１２

新庁舎（河内庁舎）案内

河内
温泉
バス停

蓮台寺
駅前
交差点

　　『　　　　　　　　　　　　　　　

』下田市グローカルＣＩＴＹプロジェクト講演会

狩猟免許試験のための実技講習会狩猟免許試験のための実技講習会

広報しもだ 2024.6 月号 - 8 -- 9 - 広報しもだ 2024.6 月号

開催日　８月 10 日 ( 土 )
場　所　コンベンションぬまづ
　　　　 （沼津市大手町１-１-４）

講習内容（実技のみ）
鳥獣の知識と判別、網・わなの知識と判別、模擬
銃による点検・分解・操作

申込期間　６月 17 日 ( 月 ) ～７月 17 日（水）

申込方法　
　県猟友会事務局へ電話で申込みください。

定員（先着順）　一種銃 64 名　わな 96 名

受講料
　10,000 円
　（テキスト、弁当代含む。猟友会員は 8,000 円）

問合せ先
　（一社）静岡県猟友会事務局　
　☎０５４‐２５３‐６４２７

　ＮＰＯ法人須磨ユニバーサルビーチプロジェクトの木戸俊介代表に交通事故による下半身完全麻痺からポジ

ティブモンスターと呼ばれるまでのポジティブ思考を身に着けた秘訣や障がいを通じて学んだこと、夢の叶え

方を講演していただきます。

ＮＰＯ法人須磨ユニバーサルビーチプロジェクト

木戸俊介代表　プロフィール

1986 年神戸生まれ。筑波大学を卒業後、(株 )博報堂にて８年間勤務。

2015 年４月４日、交通事故による胸椎損傷から下半身が完全麻痺。

退院後にアメリカ、オーストラリアでのリハビリ留学を経て、帰国後は独立してコン

テンツプロデューサーとして活動しながら、NPO 法人須磨ユニバーサルビーチプロジェ

クト代表、筑波大学蹴球部スポンサー局、Re:Walk Project 主宰、（株 )スイッチオンサー

ビス広報課、(株 )D&I との営業契約など多方面の分野に携わりながら活動している。

2020 年５月、コロナの緊急事態宣言中にキッチンカー事業を開始。９月には、スポーツ×

教育事業「HUMAN DEVELOPMENT ACADEMY」を設立。

日　時　６月 20 日（木）10 時～ 11 時 30 分

場　所　市民文化会館大会議室

参加費　無料

申込先　問合せ先への電話又は右記ＱＲコード

　　　　から申込みください。 申込ＱＲコード

　市では、犯罪被害者等に関する問題を社会全体で考え、

犯罪被害者等支援を総合的に推進するため、令和６年４

月１日に下田市犯罪被害者等支援条例を施行しました。

　犯罪被害者等が再び平穏な日常生活を送れるよう、

関係機関と連携し、支援を行います。

主な支援の内容

○相談対応、関係機関等との連絡調整

○見舞金の支給、市民等への広報・啓発

遺族見舞金（30 万円）

・犯罪行為により死亡した方の遺族が対象

重症病見舞金（10 万円）

・犯罪行為により全治１ヶ月以上の重症病を負った方が対象

※申請制

　犯罪被害に遭ったら、ひとりで悩まず相談窓口へ

相談窓口・問合せ先

福祉事務所社会福祉係（東本郷庁舎窓口⑥）☎㉒２２１６

　７月からの受給資格の見直しを行うため、該当する

方には６月中旬に申請書を送付しています。

提出期限　６月 28 日（金）

対象者　

・20歳に達する前日までの児童を扶養している母子家庭の母と児童

・20歳に達する前日までの児童を扶養している父子家庭の父と児童

・両親のいない児童（20 歳に達する前日まで）

　上記のいずれかであって、前年（１月～６月申請の場

合は前々年）の所得税非課税世帯。ただし、課税されて

いる場合でも、16 歳未満の扶養親族１人当たり 38 万円、

16 歳から 18 歳の扶養親族１人当たり 25 万円を控除し

た結果、所得税が非課税となれば助成の対象となります。

その他

　前年所得の状況により審査を行うので、申告をされ

ていない方は、速やかに済ませてください。

提出・問合せ先

福祉事務所社会福祉係（東本郷庁舎窓口⑥）☎㉒２２１６

　６月３日（月）からエレベーターが利用可能になります。来庁者駐車場への進入は、できるだけ国道 414 号

の蓮台寺駅前交差点経由で河内庁舎南側からお願いします。

松崎方面▲

下
田
市
街
方
面
▼

体育館棟体育館棟

活用棟活用棟

来庁者
駐車場

新築棟新築棟

稲
生
沢
川市

道

ハンディ
ホーム
センター

※受講は義務ではありません。

ひとり親家庭等医療費助成金ひとり親家庭等医療費助成金
更新手続を忘れずに更新手続を忘れずに

下田市犯罪被害者等支援条例施行下田市犯罪被害者等支援条例施行
　　‐安心して暮らすことができる　　‐安心して暮らすことができる
　　　　　　　　地域社会の実現に向けて‐　　　　　　　　地域社会の実現に向けて‐

人生、前向いてナンボ。人生、前向いてナンボ。

令和６年度　狩猟免許試験令和６年度　狩猟免許試験

開催日　８月 25 日（日）９時

場　所　【第一種・第二種銃猟】　

　　　　県富士総合庁舎（富士市本市場４４１‐１）

　　　　【わな猟】

　　　　県東部総合庁舎（沼津市高島本町１-３）

免許種類　わな猟、第一種銃猟、第二種銃猟

申込期間　６月 17 日（月）～７月 17 日（水）

申込方法　

　申請書を記入の上、必要書類を添えて賀茂農林

事務所へ申込みください。

※申請書は賀茂農林事務所窓口、又は県ホーム

ページから取得できます。

申請手数料

　5,200円（既に他の狩猟免許を持つ場合3,900円）

問合せ先

　産業振興課農林係（河内庁舎２階）☎㉒３９１４

　賀茂農林事務所森林整備課　☎㉔２０８２

イノシシイノシシややシカシカなどの鳥獣被害を減らそう！などの鳥獣被害を減らそう！

利用者用駐車場

市役所玄関

市役所駐車場入口

駐車場入口看板

帰る際は一時停止



　

下
田
駅
か
ら
市
街
地
へ
向
か
う

「
マ
イ
マ
イ
通
り
」
や
、
文
化
会

館
の
愛
称
「
マ
イ
マ
イ
ホ
ー
ル
」

な
ど
、
市
内
で
は
「
マ
イ
マ
イ
」

と
い
う
語
を
よ
く
見
ま
す
。

　

「
マ
イ
マ
イ
」
と
は
カ
タ
ツ
ム

リ
の
別
称
で
す
が
、
こ
れ
は
ペ

リ
ー
艦
隊
が
下
田
で
採
集
し
た
こ

と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
「
シ
モ
ダ

マ
イ
マ
イ
」に
由
来
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
ミ
ス
ジ
マ
イ
マ
イ
と
い
う

カ
タ
ツ
ム
リ
の
仲
間
と
し
て
分
類

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
下

田
に
ゆ
か
り
あ
る
生
き
物
と
し
て

特
筆
す
べ
き
も
の
で
す
。

　

身
近
な
動
植
物
に
も
様
々
な
歴

史
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
「
マ

イ
マ
イ
」
の
よ
う
に
の
ん
び
り
と

下
田
の
自
然
を
観
察
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問
合
せ
先　

企
画
課
政
策
推
進
係

（
河
内
庁
舎
２
階
）
☎
㉒
２
２
１
２

　

近
代
の
生
物
学
で
は
、
生
き
物

に
学
名
（
生
物
に
与
え
ら
れ
る
世

界
共
通
の
呼
び
名
の
こ
と
）
を
付

け
て
初
め
て
新
種
と
し
て
認
め
ら

れ
ま
す
が
、
幕
末
の
日
本
で
発
見

さ
れ
た
多
く
の
動
植
物
も
、
新
種

と
し
て
学
名
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

春
か
ら
初
夏
に
白
い
花
を
咲
か

せ
る
シ
ロ
バ
ナ
ハ
ン
シ
ョ
ウ
ヅ
ル

と
い
う
植
物
は
、
ペ
リ
ー
艦
隊
に

よ
っ
て
下
田
で
採
集
さ
れ
た
こ
と

か
ら
学
名
に
「
ペ
リ
ー
」
の
名
が

付
い
て
い
る
ほ
か
、
幻
の
魚
と
い

わ
れ
る
北
海
道
の
イ
ト
ウ
に
は
、

通
訳
で
あ
っ
た
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
」

の
名
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
後
に
来
航
し
た
ロ
シ
ア

の
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
艦
隊
通
訳
で
、

初
代
駐
日
ロ
シ
ア
領
事
に
も
な
っ

た
ゴ
シ
ケ
ビ
ッ
チ
と
妻
エ
リ
ザ
は
、

日
本
の
昆
虫
を
多
く
採
集
し
、
春

に
よ
く
見
ら
れ
る
サ
ト
キ
マ
ダ
ラ

ヒ
カ
ゲ
と
い
う
小
さ
な
蝶
の
学
名

に
は
彼
の
名
前
が
残
っ
て
い
ま
す
。
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ペ
リ
ー
艦
隊
が
日
本
に
来
た
主

な
目
的
は
国
交
を
結
ぶ
た
め
の
条

約
交
渉
で
し
た
が
、
同
時
に
日
本

で
見
つ
け
た
数
多
く
の
動
植
物
を

記
録
、
採
集
し
、
世
界
に
報
告
す

る
こ
と
で
自
然
科
学
の
分
野
で
も

大
き
な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。

　

遠
征
記
の
挿
絵
画
家
と
し
て
知

ら
れ
る
ハ
イ
ネ
は
、
標
本
採
集
の

た
め
下
田
の
山
中
に
入
り
、
親
子

連
れ
の
キ
ジ
を
見
つ
け
ま
す
が
、

そ
の
美
し
さ
に
思
わ
ず
目
的
を
忘

れ
て
し
ば
ら
く
見
入
っ
て
し
ま
っ

た
と
記
述
し
て
お
り
、
後
で
精
細

な
ス
ケ
ッ
チ
を
描
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
下
田
沖
の
神
子
元
島
が

営
巣
地
の
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ

と
い
う
小
さ
な
海
鳥
は
、
現
在
で

は
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

そ
の
数
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
頃
は
下
田
港
近
辺
で
も
普
通

に
見
ら
れ
た
よ
う
で
、
同
じ
く
ハ

イ
ネ
が
標
本
と
し
て
２
羽
採
集
し

た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

下
田
開
港
１
７
０
周
年
記
念
事
業

下
田
開
港
１
７
０
周
年
記
念
事
業

「
開
国
の
カ
ケ
ラ
を
集
め
て
」

「
開
国
の
カ
ケ
ラ
を
集
め
て
」

日
本
で
「
発
見
」
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　

動
植
物

ペ
リ
ー
艦
隊
が
来
た
！

「
シ
モ
ダ
マ
イ
マ
イ
」っ
て
何
？

キジ（上）シモダマイマイ（下）
（『ペリー艦隊遠征記』所載）
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防災かわら版防災かわら版
問合せ先問合せ先　　防災安全課防災係（河内庁舎２階）　☎防災安全課防災係（河内庁舎２階）　☎㊱㊱４１４５４１４５

風水害に備えましょう

　夏から秋にかけて、台風や豪雨による風水害が起こりやすくなります。特に８月、９月は台風が頻繁に上陸する

傾向があるため注意が必要です。

　土砂災害や洪水による被害から逃れるためには、災害が起こる前に危険な場所から避難することが大切です。災

害が深刻化する前に、避難情報や気象情報などを確認し判断しましょう。

避難情報（警戒レベル）

　避難情報（警戒レベル）とは、気象状況等の変動により気象庁や市町村から発表される情報のことです。

　地域や家庭の状況に応じて、取るべき避難行動が異なります。普段から避難行動や避難のタイミングを決めてお

きましょう。

警戒レベル１

早期注意情報

警戒レベル２

大雨注意報など

警戒レベル３

高齢者等避難

警戒レベル４

避難指示

警戒レベル５

緊急安全確保

避難所利用の注意点

　避難情報（警戒レベル）に応じて、市内の避難所を開設します。避難所は複数の人が集まる場所であり、備蓄な

どにも限りがあります。ここでは、避難所を使用する上での心構えや注意点についてお伝えします。

②食料や毛布などは各自で持参しましょう

　各避難所には必要最低限の備蓄をしていますが、全員分の提供ができな

いことも考えられます。避難所へ向かう際は、食料・毛布などを必ず持参

しましょう。

①車での避難は避け、原則徒歩で避難しましょう

　災害時の車での移動は危険が伴います。また、一斉に車が集まると渋滞が起き、

交通が麻痺してしまいます。日頃から車以外の避難方法を考えておきましょう。

③在宅避難も視野に入れましょう

　避難所では、多くの人が殺到することが想定されます。自宅が災害のリス

クがない場合には自宅で避難生活を送る「在宅避難」となることも考えられ

ます。また、状況に応じて親戚や知人の家への避難なども検討してみましょう。

④避難所の情報は市のホームページで確認しよう

　市ホームページで指定避難所の情報を掲載しています。また、避難所を開設

した際には空き情報等も公開していますので、必要に応じて確認しましょう。

下田開港 170 周年記念事業

渋沢栄一翁と下田
（新一万円札発行記念）

　新一万円札に近代日本経済の父と称される渋

沢栄一の肖像画がデザインされます。

　渋沢栄一は日本最初の米国総領事館となった

玉泉寺本堂修繕やハリス記念碑建立に尽力され

ました。下田開港 170 周年記念事業として、渋

沢栄一の記念式典と講演会を実施します。

日時：６月 30 日（日）

　　　記念式典　９時～９時 30 分　講演会 ９時 40 分～ 12 時 15 分 ※終了後に玉泉寺による餅まき実施

　　　　　　　　　①「渋沢栄一子爵と下田」　　　　　　　

　　　　　　　　　講師：村上　文樹　氏（玉泉寺東堂）　　

　　　　　 　②「小栗上野介と渋沢栄一が目指したもの」

                  講師：村上　泰賢　氏（小栗上野介研究の第一人者）

場所：玉泉寺（住所：下田市柿崎 31- ６　☎㉒１２８７）　

申込方法：講演会は要予約（先着 80 名）です。上記のＱＲコード又は下記電話番号からお申込みください。

主催：下田市・下田開港 170 周年記念実行委員会　　共催：宗教法人 玉泉寺　　後援：下田市教育委員会・柿崎区

問合せ先：企画課政策推進係（河内庁舎２階）☎㉒２２１２

講演会参加申込
ＱＲコード

早期注意情報（警戒レベル１）

　災害発生の危険性は低い段階ですが、気象情報などを確認し、災害の心構えを高めておき

ましょう。

大雨注意報など（警戒レベル２）

　災害発生に対する注意が高まってきた段階です。災害の危険性がある区域や避難経路・避

難のタイミングなどについて再確認しておきましょう。

高齢者等避難（警戒レベル３）

　「高齢者等避難」は、市町村から発表される情報です。避難に時間のかかる方（高齢者、妊

婦など）は避難を開始してください。それ以外の方も避難の準備をしておきましょう。

避難指示（警戒レベル４）

　「避難指示」も、市町村から発表される情報です。災害発生の危険が高まっているため、危

険な場所から全員避難してください。

緊急安全確保（警戒レベル５）

　災害発生直前もしくはすでに災害が発生している段階であり、必ず発令されるとは限りま

せん。この情報の発令に該当する場合には、今いる場所で身の安全の確保をしてください。

（参加自由）
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６
月
19
日
（
水
）
ま
で

試
験
日

第
１
次
試
験　

７
月
７
日
（
日
）

第
２
次
試
験　

８
月
10
日
（
土
）

※
第
２
次
試
験
は
Ａ
（
令
和
７
年

４
月
採
用
受
験
）
の
み

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
及
び

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

　

秋
日
程
（
高
卒
程
度
の
採
用
試

験
）
は
、
８
月
以
降
に
お
知
ら
せ

す
る
予
定
で
す
。

　

会
場
に
つ
い
て
は
、
応
募
人
数
に

よ
り
変
更
が
あ
り
ま
す
の
で
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

総
務
課
人
事
係
（
河
内
庁
舎
３
階
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
３
９
１
１

採
用
予
定
年
月
日

Ａ
・
令
和
７
年
４
月
１
日

　

（
令
和
７
年
４
月
採
用
枠
）

Ｂ
・
令
和
６
年
10
月
１
日

　

（
年
度
中
途
採
用
枠
）

Ａ
・
令
和
７
年
４
月
採
用
枠

○
一
般
事
務
職

　

（
大
卒
・
短
大
卒
程
度
）

○
一
般
事
務
職

　

（
情
報
処
理
・
資
格
・
経
験
者
）

○
技
術
職

　

（
土
木
・
建
築
・
都
市
計
画
）

○
保
健
師

〇
管
理
栄
養
士

〇
保
育
士
・
保
育
教
諭

Ｂ
・
年
度
中
途
採
用
枠

○
一
般
事
務
職
（
社
会
人
経
験
者
）

○
技
術
職
（
土
木
・
建
築
）

い
ず
れ
の
職
種
も
若
干
名
募
集

ー
下
田
市
役
所
に
入
ろ
う
と
思
っ

た
き
っ
か
け
は
？

　

い
つ
か
下
田
市
の
た
め
に
な
れ

ば
と
い
う
思
い
か
ら
、
大
学
で
は

社
会
学
を
専
攻
し
、
地
域
活
性
化

に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
し
た
。
そ

の
学
び
を
活
か
し
、
下
田
の
魅
力

を
絶
や
さ
ず
も
っ
と
発
展
さ
せ
た

い
と
思
い
、
志
望
し
ま
し
た
。

ー
下
田
市
役
所
で
働
く
魅
力
は
？

　

公
共
サ
ー
ビ
ス
や
ま
ち
づ
く
り

の
基
盤
と
な
る
財
源
確
保
の
た
め
、

時
に
は
滞
納
者
の
財
産
を
差
押
さ

え
る
な
ど
厳
し
い
処
分
を
行
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
豊

か
な
生
活
の
支
え
に
な
る
と
い
う

点
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

ー
未
来
の
下
田
市
職
員
に
一
言

　

市
役
所
の
業
務
は
多
岐
に
渡
る

た
め
、
新
た
な
発
見
や
学
び
が
多

く
、
成
長
の
機
会
に
溢
れ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
働
け
る
日

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！ 税務課収納係主事税務課収納係主事

西西
にしじまにしじま

島島  麻麻
あ みあ み

実実（出身:下田）（出身:下田）

夏
日
程

募
集
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

申
込
受
付
（
土
・
日
は
除
く
）

受
験
資
格
の
確
認

試
験
案
内
・
受
験
申
込
書
の
配
布

職
員
に
下
田
市
役
所
で
働
く

職
員
に
下
田
市
役
所
で
働
く

い
き
が
い
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

い
き
が
い
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

活
者
支
援
給
付
金
支
給
（
改
定
）

活
者
支
援
給
付
金
支
給
（
改
定
）

通
知
書
」
が
届
い
て
い
る
方
は
、　

通
知
書
」
が
届
い
て
い
る
方
は
、　

令
和
６
年
度
に
支
給
さ
れ
る
年
金

令
和
６
年
度
に
支
給
さ
れ
る
年
金

額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
ぜ
６
月
な
の
？

な
ぜ
６
月
な
の
？

　

令
和
６
年
度
の
年
金
額
な
の

　

令
和
６
年
度
の
年
金
額
な
の

に
、
な
ぜ
３
月
や
４
月
に
通
知
が

に
、
な
ぜ
３
月
や
４
月
に
通
知
が

届
か
ず
、６
月
な
の
か
と
い
う
と
、

届
か
ず
、６
月
な
の
か
と
い
う
と
、

４
月
に
支
給
さ
れ
る
年
金
は
「
４

４
月
に
支
給
さ
れ
る
年
金
は
「
４

月
、５
月
分
」
の
年
金
で
は
な
く
、

月
、５
月
分
」
の
年
金
で
は
な
く
、

「
２
月
、
３
月
分
」
の
年
金
だ
か

「
２
月
、
３
月
分
」
の
年
金
だ
か

ら
で
す
。
６
月
に
支
給
さ
れ
る
年

ら
で
す
。
６
月
に
支
給
さ
れ
る
年

金
が
「
４
月
、
５
月
分
」
と
、
新

金
が
「
４
月
、
５
月
分
」
と
、
新

年
度
の
年
金
額
に
な
る
の
で
、
毎

年
度
の
年
金
額
に
な
る
の
で
、
毎

年
６
月
初
旬
に
新
年
度
の
通
知
が

年
６
月
初
旬
に
新
年
度
の
通
知
が

届
き
ま
す
。

届
き
ま
す
。

年
度
途
中
で
通
知
が
来
る
こ
と
も

年
度
途
中
で
通
知
が
来
る
こ
と
も

　

遺
族
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
に

　

遺
族
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
に

な
っ
た
場
合
や
、
特
別
徴
収
（
年
金

な
っ
た
場
合
や
、
特
別
徴
収
（
年
金

天
引
き
）
し
て
い
る
健
康
保
険
税

天
引
き
）
し
て
い
る
健
康
保
険
税

（
料
）
額
の
更
生
な
ど
に
よ
り
、
支

（
料
）
額
の
更
生
な
ど
に
よ
り
、
支

給
さ
れ
る
年
金
額
に
変
更
が
あ
っ

給
さ
れ
る
年
金
額
に
変
更
が
あ
っ

た
際
に
は
通
知
が
届
き
ま
す
の
で
、

た
際
に
は
通
知
が
届
き
ま
す
の
で
、

そ
の
都
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

そ
の
都
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

用
で
き
る
環
境
に
あ
る
場
合
は
、

用
で
き
る
環
境
に
あ
る
場
合
は
、

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
い
つ
で

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
い
つ
で

も
受
給
す
る
年
金
額
を
確
認
で
き

も
受
給
す
る
年
金
額
を
確
認
で
き

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

問
合
せ
先

市
民
保
健
課
国
保
年
金
係

市
民
保
健
課
国
保
年
金
係

　
　
　
　

  

（
窓
口
③
）
☎
㉒
３
９
２
２

（
窓
口
③
）
☎
㉒
３
９
２
２

助
け
あ
い
、

助
け
あ
い
、

支
え
あ
う

支
え
あ
う

「年
金
」っ
て

「年
金
」っ
て

と
っ
て
も
大
事

と
っ
て
も
大
事

・
年
金
額
改
定
通
知
書

・
年
金
額
改
定
通
知
書

　

４
月
か
ら
改
定
さ
れ
た
新
年
度

　

４
月
か
ら
改
定
さ
れ
た
新
年
度

の
年
金
額
の
総
額
を
お
知
ら
せ
す

の
年
金
額
の
総
額
を
お
知
ら
せ
す

る
も
の
で
す
。

る
も
の
で
す
。

　

令
和
６
年
度
に
全
部
で
ど
れ
だ

　

令
和
６
年
度
に
全
部
で
ど
れ
だ

け
年
金
が
支
給
さ
れ
る
の
か
示
さ

け
年
金
が
支
給
さ
れ
る
の
か
示
さ

れ
た
も
の
で
す
。

れ
た
も
の
で
す
。

・
年
金
振
込
通
知
書

・
年
金
振
込
通
知
書

　

そ
れ
ぞ
れ
の
支
払
月
に
支
給
さ

　

そ
れ
ぞ
れ
の
支
払
月
に
支
給
さ

れ
る
年
金
支
払
額
な
ど
を
お
知
ら

れ
る
年
金
支
払
額
な
ど
を
お
知
ら

せ
す
る
も
の
で
す
。

せ
す
る
も
の
で
す
。

・
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
支
給

・
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
支
給

（
改
定
）
通
知
書

（
改
定
）
通
知
書

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
受

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
受

給
者
の
皆
さ
ま
に
令
和
６
年
４
月

給
者
の
皆
さ
ま
に
令
和
６
年
４
月

か
ら
の
支
給
額
（
改
定
額
）
を
お

か
ら
の
支
給
額
（
改
定
額
）
を
お

知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

６
月
初
旬
に
届
き
ま
す

６
月
初
旬
に
届
き
ま
す

　

既
に
、「
年
金
額
改
定
通
知
書
」・

　

既
に
、「
年
金
額
改
定
通
知
書
」・

「
年
金
振
込
通
知
書
」・
「
年
金
生

「
年
金
振
込
通
知
書
」・
「
年
金
生

  

年
金
額
改
定
通
知
書
・

年
金
額
改
定
通
知
書
・

  
 
   

 
  

 
   

 

年
金
振
込
通
知
書
と
は

年
金
振
込
通
知
書
と
は

  

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

  
 

  
 

支
給
（
改
定
）
通
知
書
と
は

支
給
（
改
定
）
通
知
書
と
は

６月は食育月間です！６月は食育月間です！
問合せ先　市民保健課健康づくり係（東本郷庁舎窓口⑤）☎㉒２２１７問合せ先　市民保健課健康づくり係（東本郷庁舎窓口⑤）☎㉒２２１７

し
も
だ

し
も
だ
健健
康康
川川
柳柳

　
　
　
　

　
　
　
　

作
品
紹
介

作
品
紹
介

「夏野菜たっぷり！ラタトゥイユ」　(２人分 )

(材料 )

・トマト　　　 １ヶ (Ｍサイズ )　　　　　　        ・玉ねぎ　　　 ６０ｇ

・なす　　　　　　　　　　４０ｇ　　　　　　                          ・ピーマン　　 ２０ｇ

・コーン (冷凍でも○ )　　　　　１０ｇ　　　　　　   ・ベーコン　　 ２０ｇ

・にんにく　　　　　　　１かけ　　　　　 　 ・オリーブ油　小さじ１

・塩　　　　　　　ひとつまみ（１ｇ）

１、トマトは湯むきをして皮をとり、ざく切りにする。

　　           他の材料は１～２cm 角のサイコロ状にし、にんにくはみじん切りにする。

２、鍋にオリーブオイルとにんにくを入れ、香りが出るまで火にかける。

３、２に玉ねぎとベーコンを入れて玉ねぎがしんなりするまで炒める。

４、３にトマト以外の野菜を加えてさっと炒める。

５、４にトマトを加えて 10 分程度トマトの水分を飛ばすように煮込む。

６、盛り付けたらお好みでバジルやパセリを添える。

　食生活改善推進員は「食推 ( しょくすい )」や「ヘルスメイト」と呼ばれており、「私たちの

健康は私たちの手で」を合言葉に活動する食のボランティア団体です。自分や家族、そして地

域の人の健康づくりのために、おやこ食育教室、中学校や高校での生活習慣病予防に繋がる食

育教室、高齢者の居場所でのシニアカフェなど全世代を対象に活動しています。

　あなたも栄養や健康について学び、市民の健康を支える活動をしませんか？

　詳細は右記のＱＲコードからご確認ください。

食生活改善推進員養成講座の受講者を募集！

　毎年６月は食育月間、毎月 19 日は食育の日です。食育は、食を通して人を育むことで子どもだけでなく大人にとっても

重要なことです。「食べるものを育ててくれた人・料理を作ってくれた人に感謝をする気持ち」「好き嫌いせずに３食欠かさ

ずにバランス良く食べること」も食育にとって大切です。また、バランスの良い食事は体だけでなく心の健康にも繋がります。

　「食べること」は「生きる力」。１日３食しっかり食べ、体も心も健やかに過ごしましょう。

市ホームページ

ＱＲコード

下
田
市

下
田
市

　
　

職
員
募
集

　
　

職
員
募
集
！！

健
診
で
夫
婦
仲
良
く
合
格
し

健
診
で
夫
婦
仲
良
く
合
格
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
向
子

（
日
向
子((

ヒ
ナ
タ
ッ
コ

ヒ
ナ
タ
ッ
コ))

））

あ
と
少
し
健
診
ま
で
の
努
力
か
な

あ
と
少
し
健
診
ま
で
の
努
力
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

　
　
　

  　　

  

（
こ
た
）

（
こ
た
）

い
そ
い
そ
と
フ
レ
イ
ル
予
防
カ
ラ
オ
ケ
へ

い
そ
い
そ
と
フ
レ
イ
ル
予
防
カ
ラ
オ
ケ
へ

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

  　　
（
ハ
レ
ば
あ
ち
ゃ
ん
）

（
ハ
レ
ば
あ
ち
ゃ
ん
）

足
腰
の
痛
み
堪
え
て
澄
ま
し
顔

足
腰
の
痛
み
堪
え
て
澄
ま
し
顔

（
須
田
み
つ
江
）

（
須
田
み
つ
江
）

大
笑
い
健
康
家
族
は
幸
い
っ
ぱ
い

大
笑
い
健
康
家
族
は
幸
い
っ
ぱ
い

（
け
ち
ん
ぼ
ち
ゃ
ん
）

（
け
ち
ん
ぼ
ち
ゃ
ん
）
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「
観
光
」。
観
光
客
と
下
田
市
民

　

「
観
光
」。
観
光
客
と
下
田
市
民

で
、
そ
の
見
方
は
ず
い
ぶ
ん
異
な

で
、
そ
の
見
方
は
ず
い
ぶ
ん
異
な

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
ま
で
そ
う
し
た
こ
と
は
あ
ま

こ
れ
ま
で
そ
う
し
た
こ
と
は
あ
ま

り
議
論
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ

り
議
論
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
今
回
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て

こ
で
今
回
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て

書
い
て
み
た
い
と
思
う
。

書
い
て
み
た
い
と
思
う
。

　

ま
ず
観
光
客
の
見
方
、
つ
ま
り

　

ま
ず
観
光
客
の
見
方
、
つ
ま
り

外
か
ら
の
視
点
で
観
光
を
と
ら
え

外
か
ら
の
視
点
で
観
光
を
と
ら
え

る
と
次
の
こ
と
が
大
切
に
な
る
。

る
と
次
の
こ
と
が
大
切
に
な
る
。

一
つ
目
は
魅
力
づ
く
り
。
た
と
え

一
つ
目
は
魅
力
づ
く
り
。
た
と
え

ば
景
観
を
磨
い
た
り
地
元
食
材
を

ば
景
観
を
磨
い
た
り
地
元
食
材
を

提
供
す
る
な
ど
そ
の
吸
引
力
を
高

提
供
す
る
な
ど
そ
の
吸
引
力
を
高

め
る
こ
と
。
次
が
情
報
発
信
。
紙

め
る
こ
と
。
次
が
情
報
発
信
。
紙

媒
体
は
も
と
よ
り
Ｔ
Ｖ
、
イ
ン

媒
体
は
も
と
よ
り
Ｔ
Ｖ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
多
様
な
ツ
ー
ル

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
多
様
な
ツ
ー
ル

で
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
。
そ
し

で
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
。
そ
し

て
最
後
が
ネ
ッ
ト
予
約
や
価
格
引

て
最
後
が
ネ
ッ
ト
予
約
や
価
格
引

下
げ
等
の
誘
導
。
こ
れ
ら
が
一
般

下
げ
等
の
誘
導
。
こ
れ
ら
が
一
般

論
的
な
観
光
の
要
諦
で
あ
ろ
う
。

論
的
な
観
光
の
要
諦
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
受
入
れ
る
側

　

し
か
し
、
私
た
ち
受
入
れ
る
側

に
と
っ
て
の
観
光
は
少
し
違
う
。

に
と
っ
て
の
観
光
は
少
し
違
う
。

例
え
ば
ホ
テ
ル
や
旅
館
で
お
客
さ

例
え
ば
ホ
テ
ル
や
旅
館
で
お
客
さ

ん
の
泊
ま
っ
た
部
屋
を
掃
除
し
、

ん
の
泊
ま
っ
た
部
屋
を
掃
除
し
、

皿
を
洗
い
、
ご
み
を
捨
て
る
。
あ

皿
を
洗
い
、
ご
み
を
捨
て
る
。
あ

る
い
は
飲
食
店
で
日
ご
と
に
異
な

る
い
は
飲
食
店
で
日
ご
と
に
異
な

る
客
数
に
対
し
て
お
い
し
い
料
理

る
客
数
に
対
し
て
お
い
し
い
料
理

を
し
っ
か
り
提
供
す
る
。
こ
う
し

を
し
っ
か
り
提
供
す
る
。
こ
う
し

た
地
味
で
真
面
目
な
作
業
こ
そ
が

た
地
味
で
真
面
目
な
作
業
こ
そ
が

問合せ先　地域子育て支援センター　☎㉗２２００

　あじさいが鮮やかに色づきはじめ、梅雨の季節にな

りました。うっとうしい雨の日が多くなりますが、晴

れた日の青空は爽やかな気持ちにさせてくれます。ま

た、この時期は湿度が高く蒸し暑い日が続くので汗を

かく量も増えます。暑い日には帽子をかぶったり衣服

の調節や水分補給などを心がけ、健康に過ごせるよう

にしていきましょう。どうぞ、子育て支援センターに

も遊びに来てくださいね。

鯉 の ぼ り 製 作

　
こ
ん
に
ち
は
、
市
長
で
す

　
　

 

～
「
観
光
の
本
質
」
を
考
え
る 

～　
　

「
観
光
」
の
基
盤
で
あ
り
、
こ
れ

「
観
光
」
の
基
盤
で
あ
り
、
こ
れ

ら
を
支
え
て
い
る
人
々
は
と
て
も

ら
を
支
え
て
い
る
人
々
は
と
て
も

重
要
な
存
在
だ
と
思
う
。

重
要
な
存
在
だ
と
思
う
。

　

そ
し
て
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の

　

そ
し
て
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の

が
、
私
た
ち
の
町
へ
観
光
で
訪
れ

が
、
私
た
ち
の
町
へ
観
光
で
訪
れ

る
人
た
ち
は
、
こ
の
地
で
身
体
も

る
人
た
ち
は
、
こ
の
地
で
身
体
も

心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
る
、
つ

心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
る
、
つ

ま
り
、
下
田
に
来
る
こ
と
で
幸
せ

ま
り
、
下
田
に
来
る
こ
と
で
幸
せ

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

「
伊
豆
は
あ
た
た
か
く

　

「
伊
豆
は
あ
た
た
か
く  

死
ぬ
る

死
ぬ
る

に
よ
ろ
し
い

に
よ
ろ
し
い  

波
音
」。
放
浪
の
俳

波
音
」。
放
浪
の
俳

人
種
田
山
頭
火
は
、
旅
の
果
て
に

人
種
田
山
頭
火
は
、
旅
の
果
て
に

伊
豆
に
来
て
死
の
う
と
す
る
。
し

伊
豆
に
来
て
死
の
う
と
す
る
。
し

か
し
、
彼
は
こ
の
地
で
人
々
の
優

か
し
、
彼
は
こ
の
地
で
人
々
の
優

し
さ
に
触
れ
、
生
き
よ
う
と
思
い

し
さ
に
触
れ
、
生
き
よ
う
と
思
い

直
し
、
句
を
こ
う
変
え
た
。

直
し
、
句
を
こ
う
変
え
た
。

　

「
伊
豆
は
あ
た
た
か
く
野
宿
に

　

「
伊
豆
は
あ
た
た
か
く
野
宿
に

よ
ろ
し
い
波
音
も
」（「
蓮
台
寺
そ

よ
ろ
し
い
波
音
も
」（「
蓮
台
寺
そ

ぞ
ろ
歩
き
」（
渡
辺
氏
）
よ
り
）

ぞ
ろ
歩
き
」（
渡
辺
氏
）
よ
り
）

　　

そ
う
な
の
だ
。
私
た
ち
は
、
観

そ
う
な
の
だ
。
私
た
ち
は
、
観

光
と
い
う
コ
ト
を
通
じ
て
人
々
を

光
と
い
う
コ
ト
を
通
じ
て
人
々
を

癒
し
、
再
生
す
る
お
手
伝
い
を
し
て

癒
し
、
再
生
す
る
お
手
伝
い
を
し
て

い
る
の
だ
。
人
生
は
苦
し
い
。
そ
の

い
る
の
だ
。
人
生
は
苦
し
い
。
そ
の

苦
し
み
を
背
負
っ
て
や
っ
て
来
る

苦
し
み
を
背
負
っ
て
や
っ
て
来
る

人
々
を
暖
か
く
迎
え
、
幸
せ
に
し
て

人
々
を
暖
か
く
迎
え
、
幸
せ
に
し
て

帰
す
。
観
光
業
と
は
そ
う
い
う
人
間

帰
す
。
観
光
業
と
は
そ
う
い
う
人
間

再
生
の
お
手
伝
い
な
の
だ
。
こ
の
崇

再
生
の
お
手
伝
い
な
の
だ
。
こ
の
崇

高
な
仕
事
を
私
た
ち
は
改
め
て
再

高
な
仕
事
を
私
た
ち
は
改
め
て
再

評
価
す
べ
き
と
思
う
の
で
す
。

評
価
す
べ
き
と
思
う
の
で
す
。

１日(月)　　親子で楽しいリズム遊び

　　　　　　講師：宮川幸子先生

２日(火)　　七夕笹飾り製作

３日(水)　　七夕笹飾り製作

５日(金)　　七夕のお話

６日(土)　　開館日“これば！”大型遊具で遊ぼう

　　　　　　場所：市民スポーツセンター

８日(月)　　体育館で遊ぼう　９:30～11:00

　　　　　　場所：市民スポーツセンター

10日(水)　　プール遊び開始　

12日(金)　　子育て講話　＊午後閉館(清掃・消毒)

19日(金)　　誕生会　10:30～

20日(土)　　開館日

22日(月)　　発育測定・育児相談　９:00～11:00

　　　　　　保健師・栄養士来所

26日(金)　　＊午後閉館(清掃・消毒)

予定が変更になる場合があります。

詳細は、支援センターまでお問い合わせください。
フ ロ ア ー の 様 子

誕 生 会 体 育 館 で 遊 ぼ う	

４/30　下田市役所河内庁舎開庁式　

　新庁舎の一部先行オープンに合わせて、下田高校生

徒、稲生沢小学校児童と一緒にテープカットを行い、

新庁舎での業務がスタートしました。地域に親しま

れる庁舎を目指し引き続き新築棟の整備を進めます。

５月の
できごと

      ４日　 下田をきれいにする日

　  10 日　 上智大稲梓小国際交流事業

   　 12 日　 黒船アクアスロン

   　 12 日　 消防団規律訓練 　　

   　             　 13 日　　台北メトロ ・ 伊豆急ホールディングス友好協定締結式

  17 ～ 19 日　　黒船祭

　        22 日　  寿大学開校式

　        26 日　　県知事選挙

５/１　地域おこし協力隊委嘱状交付

　５月１日付けで、須藤航太さん（スポーツ振興）、鈴

木和隆さん（情報発信）、髙橋真希さん（観光客誘客促

進）の、合計３名の地域おこし協力隊員を採用しました。

今後、それぞれの分野での活躍が期待されます。

５/10　上智大稲梓小国際交流事業　

　昨年連携協定を結んだ上智大学の留学生９名が稲梓

小学校を訪れ、５、６年生との交流を行いました。児童

たちは元気よく英語で自己紹介や質問をし、スイスやア

ゼルバイジャンなど多くの国の話を聞き交流しました。

５/10　稚鮎放流事業

　稲生沢川河川敷にて、天然鮎の遡上回復と豊漁を願う稚鮎

の放流が行われ、稲生沢小学校の２年生が参加しました。河

津建設 (株 )様にご協力をいただき、稲生沢川漁協組合員の

皆さんと一緒に約 20,000 匹の鮎を稲生沢川に放流しました。

５/12　消防団規律訓練　

　下田小学校グラウンドにて消防団の規律訓練が行わ

れました。団員 100 名に対し、自衛隊員６名、指導員

12 名による停止間と行進間の訓練が行われ、最初は

ぎこちなかった動きも徐々に洗練されていきました。

５/12　第２回黒船アクアスロン

　まどが浜海遊公園において、黒船祭協賛行事「黒船ア

クアスロン」が開催されました。アクアスロンはスイム

とランを続けて行う非常に過酷な競技で、参加者は県内

外から約 100 名。参加者全員が全力で競い合いました。
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各
種
が
ん
検
診
及
び
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
診
に
お
け
る
徴
収
金
の
支

払
い
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

対
象
者

・
生
活
保
護
世
帯
に
属
す
る
方

・
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方

手
続
方
法

　

下
田
市
検
診
等
徴
収
金
免
除
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

市
民
保
健
課
健
康
づ
く
り
係

（
東
本
郷
庁
舎
窓
口
⑤
）
☎
㉒
２
２
１
７

日
程

６
月
14
日
、
７
月
12
日
、
10
月
11

日
、
11
月
８
日
、
３
月
14
日

内
容

　

椅
子
に
座
っ
て
で
き
る
体
操
、

ボ
ッ
チ
ャ
等

参
加
費　

無
料

場
所　

柿
崎
公
民
館

時
間　

13
時
30
分
～
15
時

申
込
・
問
合
せ
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
東
本
郷
庁
舎
窓
口
④
）
☎
㊱
４
１
４
６

※
匿
名
で
年
齢
と
地
区
名
だ
け
の

受
付
も
可
能
で
す
。

　

下
田
出
身
、
又
は
ゆ
か
り
の
文

学
者
が
描
い
た
下
田
を
舞
台
と
し

た
小
説
、
随
筆
、
詩
、
短
歌
、
俳

句
を
朗
読
で
味
わ
い
ま
す
。

　

文
学
者
は
、
下
田
を
ど
う
描
い

た
の
か
？
今
ま
で
知
り
得
な
か
っ

た
下
田
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

日
時　

６
月
15
日
（
土
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

朗
読　

朗
読
ぐ
る
ー
ぷ　

鮎
の
詩

募
集
人
員

80
名
（
事
前
申
込
み
優
先
）

参
加
費　

無
料

申
込
方
法

電
話
・
図
書
館
窓
口
で
の
申
込
み

申
込
・
問
合
せ
先

下
田
市
立
図
書
館

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
０
３
５
２

　

子
ど
も
が
不
審
者
に
声
を
か
け

ら
れ
る
時
の
多
く
は
１
人
で
下
校

し
て
い
る
時
で
す
。

　

お
子
様
の
い
る
ご
家
庭
は
、
防

犯
ブ
ザ
ー
を
持
ち
歩
い
た
り
、『
子

検
診
等
徴
収
金
免
除
証
明
書

検
診
等
徴
収
金
免
除
証
明
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
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６
月
１
日
～
令
和
７
年
２
月
28

日
の
間
、
「
無
料
」
の
歯
周
疾
患

検
診
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者

　

20
・
30
・
40
・
50
・
60
・
70
歳

の
方
（
令
和
７
年
３
月
31
日
現
在
）

場
所

　

賀
茂
歯
科
医
師
会
に
加
入
し
て

い
る
歯
科
医
院(

市
内
歯
科
医
院

は
全
て
対
象)

※
対
象
の
方
へ
５
月
中
に
通
知
を

郵
送
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
４
日
～
10
日
は
歯
と
口
の

健
康
週
間
で
す
。
む
し
歯
や
歯
周

病
を
予
防
し
、
お
口
の
機
能
を
健

康
的
に
維
持
す
る
た
め
に
、
定
期

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
歯
周
病
は
、
気
づ
か
ぬ
う

ち
に
痛
く
な
く
て
も
進
行
す
る
疾

患
で
、
糖
尿
病
や
動
脈
硬
化
な
ど

全
身
的
な
病
気
と
も
関
係
し
て
い

ま
す
。
口
臭
や
歯
ぐ
き
の
出
血
、

腫
れ
と
い
っ
た
症
状
は
歯
周
病
の

サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
歯
周

病
の
リ
ス
ク
は
、
歯
ぐ
き
の
検
査

で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
半
年

に
１
回
は
定
期
検
診
を
受
け
、
歯

の
健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

市
民
保
健
課
健
康
づ
く
り
係

（
東
本
郷
庁
舎
窓
口
⑤
）
☎
㉒
２
２
１
７

　　

静
岡
県
下
水
道
協
会
で
は
、
令

和
６
年
度
静
岡
県
下
水
道
排
水
設

備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
を
実
施

し
ま
す
。

受
験
資
格

学
歴
に
応
じ
た
実
務
経
験
の
あ
る
方

申
込
期
間

７
月
16
日
（
火
）
～
31
日
（
水
）

試
験
日　

10
月
16
日
（
水
）

試
験
会
場

静
岡
商
工
会
議
所
静
岡
事
務
所
会
館

（
静
岡
市
葵
区
黒
金
町
20-

８
）

受
験
手
数
料　

７
０
０
０
円

※
試
験
の
詳
細
や
受
験
願
書
は
上

下
水
道
課
又
は
下
水
道
協
会
ま

で
問
い
合
わ
せ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
受
験
に
関
す
る
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
（
参
加
は
任
意
）。

講
習
日　

９
月
19
日
（
木
）

講
習
会
場

静
岡
商
工
会
議
所
静
岡
事
務
所
会
館

（
静
岡
市
葵
区
黒
金
町
20-

８
）

受
験
講
習
手
数
料　

５
０
０
０
円

　

受
験
講
習
会
を
希
望
す
る
方

は
、
受
験
と
併
せ
て
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

上
下
水
道
課
下
水
道
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
１
２
０
０

ど
も
を
ま
も
る
家
』
や
『
か
け
こ

み
１
１
０
番
の
家
』
の
場
所
を
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

な
が
ら
見
守
り
推
進
中
！

・
下
校
時
間
帯
は
玄
関
先
や
庭
先

に
出
て
、
多
く
の
目
で
子
ど
も

を
見
守
り
ま
し
ょ
う
！

・
買
い
物
や
散
歩
の
時
間
帯
を
下

校
時
間
に
合
わ
せ
る
な
ど
、
地

域
全
体
で
子
ど
も
を
見
守
り
ま

し
ょ
う
！

・
不
審
者
や
不
審
な
車
を
見
か
け

た
ら
警
察
に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

下
田
警
察
署　
　

☎
㉗
０
１
１
０

下
田
警
察
署
管
内
防
犯
協
会

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉗
２
７
６
６

無
料
歯
周
疾
患
検
診
の
お
知
ら
せ

無
料
歯
周
疾
患
検
診
の
お
知
ら
せ

６
月
６
月
1111
日
は
日
は

子
ど
も
見
守
り
強
化
の
日
で
す
！

子
ど
も
見
守
り
強
化
の
日
で
す
！

　

６
月
23
日
（
日
）
は
、
下
田
市

長
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
こ
の
選

挙
は
、
今
後
の
市
の
方
向
を
決
め

る
重
要
な
選
挙
で
す
。

　

候
補
者
の
施
策
や
考
え
を
良
く

聞
き
、
こ
れ
か
ら
の
市
政
を
託
す

人
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

投
票
が
で
き
る
方

　

平
成
18
年
６
年
24
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で
、
令
和
６
年
３
月
15
日

ま
で
に
転
入
届
を
提
出
し
、
引
き

続
き
３
か
月
以
上
下
田
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方

投
票
所
入
場
券

　

１
枚
に
最
大
で
６
人
分
の
入
場
券

が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
も

の
を
投
票
所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

時
間　

７
時
～
20
時
ま
で

投
票
所

　

入
場
券
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
仕
事
、
入
院
な
ど
で

投
票
所
に
行
け
な
い
方
は
、
期
日

前
投
票
が
で
き
ま
す
。

期
間

６
月
17
日
（
月
）
～
22
日
（
土
）

時
間　

８
時
30
分
～
20
時
ま
で

期
日
前
投
票
所

市
役
所
東
本
郷
庁
舎
別
館
健
診
室

※
従
来
の
場
所
と
同
じ
で
す
。

提
出
書
類
配
布
場
所

（
１
）
企
画
課
（
河
内
庁
舎
）

※
電
話
等
で
書
類
の
請
求
が
あ
っ

た
場
合
は
郵
送
し
ま
す
。

（
２
）
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

応
募
方
法

　

提
出
書
類
は
市
役
所
企
画
課
宛

に
次
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
応
募
に
要
す
る
諸
費

用
は
本
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

（
１
）
郵
送

〒
４
１
５-

０
０
１
１

下
田
市
河
内
１
０
１
番
地
の
１

（
２
）
Ｆ
Ａ
Ｘ　

FAX
㉗
１
０
０
７

（
３
）
持
参

持
参
場
所　

企
画
課（
河
内
庁
舎
）

（
４
）
メ
ー
ル

　

kikaku@city.shimoda.lg.jp 

募
集
期
間

６
月
７
日
（
金
）
か
ら
21
日
（
金
）

ま
で 

※
郵
送
必
着

選
考
等

　

経
歴
書
を
選
考
材
料
と
し
て
、

決
定
し
ま
す
。

　

応
募
状
況
や
提
出
書
類
の
内
容

に
よ
っ
て
、
応
募
者
に
事
前
通
知

し
た
上
で
面
接
等
を
実
施
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。 

選
考
結
果

　

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

問
合
せ
先

企
画
課
企
画
調
整
係

（
河
内
庁
舎
２
階
）
☎
㉒
２
２
１
２

不
在
者
投
票

　

仕
事
な
ど
で
市
外
に
滞
在
し
て
い

る
方
は
、
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員

会
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
事

前
に
下
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
投

票
用
紙
等
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報

　

新
聞
折
込
で
配
布
し
ま
す
が
、
市

役
所
・
郵
便
局
に
も
用
意
し
ま
す
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

左
記
に
該
当
す
る
人
は
、
郵
便

投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
、
６

月
19
日
ま
で
に
投
票
用
紙
を
請
求

す
る
こ
と
で
、
郵
便
に
よ
る
不
在

者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

身
体
障
害
者
手
帳

両
下
肢
・
体
幹
、
移
動
機
能
の
障

害
１
級
又
は
２
級

心
臓
、
じ
ん
臓
、
肝
臓
、
呼
吸
器

ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
の
障
害	

１
級
又
は
３
級

免
疫
の
障
害　

１
級
、
２
級
又
は
３
級

戦
傷
病
者
手
帳

両
下
肢
、
体
幹
の
障
害

特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症

心
臓
、
じ
ん
臓
、
肝
臓
、
呼
吸
器

ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
の
障
害

特
別
項
症
か
ら
第
３
項
症

介
護
保
険
被
保
険
者
証

認
定
区
分
が
「
要
介
護
５
」
の
方

問
合
せ
先

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
総
務
課
内
）

（
東
本
郷
庁
舎
別
館
）
☎
㉒
２
２
１
１

　

６
月
第
４
金
曜
日
夜
間
と
土
曜

日
午
前
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

窓
口
延
長
日
及
び
時
間

６
月
28
日(

金)

17
時
15
分
～
19
時
30
分

６
月
29
日(

土)

９
時
～
12
時

持
ち
物

・
郵
送
さ
れ
た
個
人
番
号
カ
ー
ド

交
付
通
知
書
（
交
付
の
方
の
み
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

・
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
等
、

顔
写
真
付
き
の
も
の
は
１
点
、

保
険
証
等
は
２
点)

窓
口
の
場
所

市
役
所
（
東
本
郷
庁
舎
１
階
）

市
民
保
健
課
市
民
係
（
窓
口
②
）

予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
１
５
５
１

問
合
せ
先

市
民
保
健
課
市
民
係

（
東
本
郷
庁
舎
窓
口
②
）
☎
㉒
２
２
１
５

公
募
人
数　

２
名
以
内

任
期　

令
和
６
年
７
月
～
令
和
８
年
６
月

報
酬
等

　

協
議
会
に
出
席
し
た
際
は
、
市

条
例
の
規
定
に
よ
り
報
酬
及
び
費

用
弁
償
を
支
給
し
ま
す
。

（
６
０
０
０
円
／
日
、
４
０
０
０
円

／
半
日
、
公
務
出
張
時
の
費
用
弁
償
） 

応
募
資
格

　

市
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
（
令

和
６
年
６
月
１
日
現
在
）
の
人
で
、

年
４
回
程
度
の
協
議
会
の
会
議
に

参
加
が
で
き
、
特
に
子
育
て
や
就

労
に
対
し
て
熟
知
し
て
お
り
、
下

田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
の
策
定
及
び
施
策
の
効

果
検
証
の
事
務
を
行
え
る
人
。

提
出
書
類

・
経
歴
書

※
選
考
の
た
め
に
の
み
使
用
し
、

本
人
へ
の
返
却
は
し
ま
せ
ん
。 

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

   
   　　

  　
　
　
　

　
　
　
　

    

窓
口
延
長

窓
口
延
長

６月の納税
納期は７月１日（月）

市県民税　１期

 国民健康保険税　２期

 ※納期内に納めましょう

※納税は便利な口座振替で

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

　

創
生
総
合
戦
略
推
進
協
議
会

　

創
生
総
合
戦
略
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
募
集

６
月
６
月
2323
日
は
日
は

　

下
田
市
長
選
挙
の
投
票
日
で
す

　

下
田
市
長
選
挙
の
投
票
日
で
す

認
知
症
カ
フ
ェ

認
知
症
カ
フ
ェ

　
「
オ
レ
ン
ジ
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」

　
「
オ
レ
ン
ジ
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

開
催
の
お
知
ら
せ

開
催
の
お
知
ら
せ

下
水
道
排
水
設
備
工
事

下
水
道
排
水
設
備
工
事

　
　
　
　

　
　
　
　

  　

責
任
技
術
者
試
験

　

責
任
技
術
者
試
験

「
～
下
田
の
魅
力
再
発
見
～

「
～
下
田
の
魅
力
再
発
見
～

　　

  

朗
読
で
味
わ
う
下
田
の
文
学
」

朗
読
で
味
わ
う
下
田
の
文
学
」

　
　
　
　
　
　

の
開
催
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

の
開
催
に
つ
い
て

ぜひご利用ください

下田市メール配信サービス

Ｐ
Ｃ
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
Ｑ
Ｒ

フ
ィ
ー
チ
ャ
ー

フ
ォ
ン
Ｑ
Ｒ

住民票、戸籍などの交付手数料

コンビニ交付で100円お得！

下
田
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 　

月
額
１
０
０
０
０
円
で
広
報
し

も
だ
に
広
告
を
掲
載
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
掲
載
サ
イ
ズ
は
黒
枠

と
同
じ
、
１
か
月
か
ら
掲
載
可
）。

　

詳
し
く
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

こ
の
場
所
に
広
告
を

　
　

掲
載
し
ま
せ
ん
か
？市ホームページ

ＱＲコード



須　

崎　

川
端　

元
之 

17　

88

白　

浜　

冨
山
あ
い
子 

27　

85

　

〃　
　

金
指　

光
子 

13　

97

　

〃　
　

飯
田　

幸
男 

19　

73

 

５
月
届

三
丁
目　

村
上　

大
介 

14　

80

敷　

根　

増
田
ナ
ツ
エ 

４　

91

蓮
台
寺　

山
本　

 
忍　

14　

82

　

中　
　

土
屋　

昭
江 
４　

83

箕　

作　

野
中　

皎
史 

10　

93

大
賀
茂　

大
川　

 

豊  

12　

70

須　

崎　

進
士　

 

寛  

12　

57

白　

浜　

長
谷
川
禧
美 

4/30　

79

※
戸
籍
の
ま
ど
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲

載
を
望
ま
な
い
方
は
、
事
前
に

係
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

 

４
月
届

地　

区　
　

氏　

名　
　

保
護
者

六
丁
目　

平
山　

敦あ

つ

き喜　

雄
樹

　

〃　
　

平
山　

大だ

い

き喜　

雄
樹

須　

原　

戸
田　

晴は

る　々

宗
孝

 

５
月
届

六
丁
目　

稲
葉　

 

律り
つ 　

亮
太

立　

野　

増
田　

湊そ
う
す
け介　

裕
介

　

中　
　

鈴
木　

瑛え

う雲　

颯
人

 

４
月
届

地 

区  

氏 

名 
 

死
亡
日  

年
齢

二
丁
目　

吉
田　

ヒ
ロ 

19　

90

六
丁
目　

川
村　

ふ
み 

29　

94

敷　

根　

和
泉　

 

歌  

21　

93

西
本
郷　

白
井
滿
智
子 

28　

96

河　

内　

後
藤　

俊
三 

18　

86

西　

中　

村
山　

賢
一 

18　

87

椎　

原　

土
屋
み
ど
り 

20　

94

加
増
野　

小
林　

武
司 

21　

80

　　

梅
雨
に
入
り
、
雨
の
日
が
多

く
な
っ
て
ジ
メ
ジ
メ
し
た
季
節

に
な
っ
て
い
ま
す
。
「
夏
に
な
る

と
熱
や
咳
が
出
て
息
苦
し
く
な

る
」
け
れ
ど
、
「
夏
を
過
ぎ
る
と

症
状
が
治
ま
っ
て
し
ま
う
」
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
実
は
た

だ
の
夏
風
邪
で
は
な
く
て
、
「
夏

型
過
敏
性
肺
炎
」
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
夏
型
過
敏
性
肺
炎
は
、

カ
ビ
の
一
種
で
あ
る
ト
リ
コ
ス

ポ
ロ
ン
・
ア
サ
ヒ
な
ど
を
吸
い

込
む
こ
と
に
よ
り
、
肺
に
ア
レ

ル
ギ
ー
反
応
が
生
じ
て
肺
炎
を

発
症
し
ま
す
。
カ
ビ
は
、
湿
度

が
高
い
と
繁
殖
し
や
す
い
た
め
、

風
通
し
や
日
当
た
り
が
悪
く
湿

気
の
多
い
木
造
住
宅
の
、
風
呂

場
や
台
所
な
ど
に
発
生
し
や
す

い
で
す
。
梅
雨
時
は
カ
ビ
の
成

長
に
一
番
適
し
た
環
境
で
あ
り
、

７
月
を
ピ
ー
ク
に
６
月
～
10
月

に
か
け
て
発
症
す
る
方
が
い
ま

す
。
風
邪
の
症
状
と
似
て
い
る

た
め
、
長
引
く
夏
風
邪
と
し
て

放
置
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
、
な
か
に
は
入
院
し
な
い
と

い
け
な
く
な
る
ほ
ど
重
症
化
す

る
方
も
い
ま
す
。
予
防
の
た
め

に
は
、
カ
ビ
が
生
え
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
第
一
で
、
定
期

的
な
清
掃
、
換
気
、
除
湿
剤
の

設
置
な
ど
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

思
い
当
た
る
方
は
、
病
院
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
冬
に
な
る
と
風
邪
の

よ
う
な
症
状
が
出
現
し
、
冬
を

過
ぎ
る
と
症
状
が
治
ま
る
場
合

に
は
、
加
湿
器
内
で
繁
殖
し
た

カ
ビ
を
吸
入
す
る
こ
と
に
よ
る

「
加
湿
器
肺
」
、
古
い
羽
毛
布
団

や
ダ
ウ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
鶏
糞

肥
料
な
ど
の
鳥
抗
原
を
吸
入
す

る
こ
と
に
よ
る
「
鳥
関
連
過
敏

性
肺
炎
」
の
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
重
症
化
や
慢
性
化
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
期
発

見
・
早
期
診
断
が
大
切
で
す
。

問
合
せ
先

下
田
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉕
２
５
２
５

広報しもだ 2024.6 月号 - 18 -

夏
型
過
敏
性
肺
炎
に
つ
い
て

 

内
科
医　

大
川　

航
平　

医
師

　一般書　書名一般書　書名 著者名著者名

老いてお茶を習う 群 ようこ

休養学　

あなたを疲れから救う
片野 秀樹

静岡県の私鉄 山田 亮 /解説

吉田松陰の生涯 米原 謙

一冊でわかる幕末 大石 学 /監修

児童書　書名児童書　書名 著者名著者名

ラナと竜の方舟 新藤 悦子 /作

なかよしかぜ 角野 栄子 /作

ロボットの
たまごをひろったら

奈雅月 ありす /作

薬屋のひとりごと 日向　夏

津田梅子　

コミック版世界の伝記
高田 桂 /漫画

人のうごき
    住民登録人口 ５月１日 増減

男　   ９，４６９　　　＋１７

女 　１０，０７７　　　－１６

計 　１９，５４６　　　　＋１  

  　　世帯数　  １０，４４１ 

　  出　生  　６　　 転　入　１７５ 

              死　亡  ４３　　           転　出　１３７　　　

謹
ん
で

　

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　

 

あ
か
る
く
す
こ
や
か
に

- 19 - 広報しもだ 2024.6 月号

図書館だより６月号

鳥がおしえてくれること
鈴木まもる／文と絵

人と鳥とのつながりをご存じです

か？私たち人間の暮らしや文化は、

鳥たちの影響によるものだったか

もしれません。鳥たちがどのよう

に昔の人々の心を動かしたか、そ

の背景をたどります。

図書案内

13 日 ( 木 )　ファーストブック

15 日 ( 土 )　朗読で味わう下田の文学

19 日 ( 水 )　寿大学【移動図書館】

20 日 ( 木 )　ひよこサロン【移動図書館】

図書館カレンダー

　▶特集コーナー

　　　男女共同参画特集

　▶ミニミニあーとぎゃらりー

　　　「ぬりえ」山本励子さん

今月の展示

図書館ニュース

移動図書館としてひよこサロンに参加して
きました。手作りのこいのぼりを被って写
真撮影など、魅力的なイベントが開催され
ていました。
「子どもを連れて図書館に行くのは大
変・・・」という方でも、その場で本を読
めたり、ひよこサロン内で貸出・返却がで
きます。ぜひご活用ください。

4/18 ひよこサロン

問合せ先　市立図書館　☎㉒０３５２　●休館日／毎週月曜日、第４木曜日及び祝日

７月の市民相談
相談日 内容 対象 時間 場所

７月４日
（木）

年金相談
どなたでも
（要予約）

11：00 ～ 16：00

市役所（河内）
多目的室７月９日

（火）

２歳児
健康相談

Ｒ４年
６月生

８：50 ～９：50
２歳６か月
児健康相談

Ｒ３年
12 月生

７月 10日
（水）

法律相談

どなたでも
（要予約）

９：30～ 12：00
市役所（東本郷）
小会議室１

市民相談 10：00 ～ 15：00
市役所（東本郷）
小会議室３７月 24日

（水）

７月26日
（金）

事故相談 13：00 ～ 15：30
市役所（河内）
会議室１-Ａ

７月31日
（水）

人権相談
どなたでも

（予約不要）

10：00 ～ 15：00
※変更となる場合

があります。

市民文化会館
小会議室２

問合せ先一覧

市民相談：

法律相談：

年金相談：市民保健課国保年金係（東本郷庁舎窓口③）☎㉒３９２２

健康相談：市民保健課健康づくり係（東本郷庁舎窓口⑤）☎㉒２２１７

人権相談：福祉事務所社会福祉係（東本郷庁舎窓口⑥）☎㉒２２１６

事故相談：防災安全課消防安全係（河内庁舎）☎㊱４１４５

乳幼児健康診査
相談日 内容 対象 時間 場所

７月25日
（木）

１歳６か月
児健診

Ｒ４年 10 月 16 日～

Ｒ４年 12 月 31 日生 12：50

～14：00

市役所（河内）

多目的室
３歳児健診

Ｒ３年５月１日～

Ｒ３年６月 30 日生

水道当番工事店　　　※修繕費は有料です。
                             対応時間 8:30 ～ 17:00

分担期間 工事店 電話番号
６月８日（土） 斉藤住設 22-7245

６月９日（日） ㈲渡辺住宅設備 27-1300

６月 15 日（土） ヤマト設備工業㈱ 23-3570

６月 16 日（日） 須原設備 28-1161

６月 22 日（土） 杉本設備工業㈱ 22-3040

６月 23 日（日） ㈲菊地ポンプ商会 22-1085

６月 29 日（土） 土屋設備 22-6506

６月 30 日（日） ㈱外岡組
22-1769
22-1250

７月６日（土） 斉藤住設 22-7245

７月７日（日） ㈲渡辺住宅設備 27-1300

子育てネットワーク通信
問合せ先　子育てネットワーク事務局　☎㉒２２１６

●ひよこサロン（未就学児と保護者の遊びと交流の場です）
参加費 :無料　　主　催 :社会福祉協議会☎㉒ 3294
日　時 :７月 18 日（木）10:00 ～ 12:00
場　所 :道の駅「開国下田みなと」４階会議室３

市公式
市の魅力的な風景や住んでいるからこそわかる
スポットの画像を発信していきます。

下
田
市

下
田
市

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
サ
ー
ビ
ス

（インスタグラム）

Instagram

市民保健課市民係（東本郷庁舎窓口②）☎㉒２２１５

休館のお知らせ

下記の期間、蔵書点検のため休

館いたします。皆さまにはご不

便をおかけしますが、ご理解・

ご協力をお願いします。

期間：６/24( 月 ) ～７/１(月 )

※休館中のポスト返却は可能で

すが、できるだけ７/２(火)以

降にお願いします。



れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
話
し

や
す
い
み
た
い
で
す
。
以
前
で
す

と
子
ど
も
同
士
が
遊
ぶ
時
も
、
両

親
が
連
絡
と
っ
て
、
送
迎
し
て
い

ま
し
た
が
、
私
達
が
住
ん
で
い
る

地
域
は
、「
遊
ん
で
く
る
ね
ー
！
」

「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
い
う

感
じ
で
古
き
良
き
、
昔
を
思
い
出

す
よ
う
な
遊
び
方
を
し
て
い
る
の

も
魅
力
で
す
。

今
後
の
目
標
は
あ
り
ま
す
か
？

　

私
達
は
自
律
型
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
《
よ
ろ
づ
処
ま
ご
の
て
》
の
運

営
を
始
め
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は

移
住
・
定
住
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

移
住
相
談
を
受
け
て
い
た
と
き
に
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
探
さ
れ
て
い

る
方
が
い
て
、
賀
茂
地
域
に
は
な

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
学
校

に
行
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
子

ど
も
た
ち
の
受
け
皿
が
な
い
と
い

う
こ
と
を
知
り
自
分
た
ち
が
や
ろ

う
と
思
い
ま
し
た
。
学
校
に
行
け

な
く
て
も
、
後
ろ
め
た
い
こ
と
は

な
い
ん
だ
よ
と
い
う
こ
と
を
教
え

て
あ
げ
た
い
で
す
。
ま
た
、フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
が
あ
る
こ
と
で
、
移
住

先
の
一
つ
と
し
て
も
検
討
し
て
も

ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す
。

問
合
せ
先

問
合
せ
先

産
業
振
興
課
地
域
経
済
促
進
係

（
河
内
庁
舎
２
階
）
☎
㉒
３
９
１
４

　

広
報

し
も

だ
　

令
和

６
年

６
月

７
日

発
行

　
毎

月
１

回
発

行
　

下
田

市
役

所
〒

415-8501 下
田
市
東
本
郷
一
丁
目

5
番

18
号
　
☎
 (22) 2212

みなさんのお宅のアイドルを募集しております。
市役所へどしどしお寄せください！

問合せ先　企画課秘書広報係（河内庁舎２階）　☎㉒ 2212

白浜にお住いの

藤井　知徳さん・千絵さんの

    長 男　洋
ようのすけ

之介　くん   （２歳７か月）

　　

お外で遊ぶのが大好き！

ブランコやジャングルジムが出来る

ようになって楽しいな♪

伊豆縦貫自動車道を早期完成させよう！！伊豆縦貫自動車道を早期完成させよう！！
「伊豆縦貫自動車道ロゴマーク」を利用して、伊豆縦貫自動車道の整備促進と「伊豆縦貫自動車道ロゴマーク」を利用して、伊豆縦貫自動車道の整備促進と

活性化を県内外にＰＲしましょう！　　ご利用方法については、こちらから→活性化を県内外にＰＲしましょう！　　ご利用方法については、こちらから→

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊「
移
住
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
部
門
」
と
し
て
活

動
し
て
い
る
野
添
裕
紀
で
す
。

　

今
回
の
活
動
報
告
は
、
下
田

市
に
移
住
さ
れ
た
方
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
、
移
住
し
た
き
っ
か
け

や
下
田
で
の
暮
ら
し
、
移
住
前
と

移
住
後
で
変
わ
っ
た
こ
と
な
ど
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
回
協
力
し
て
く
れ
た
方
は
浜

松
市
か
ら
移
住
し
て
２
年
、「
ま

ご
の
て
英
話
教
室
」
を
営
む
和
田

慧
・
瑞
稀
さ
ん
ご
夫
婦
で
す
。

移
住
し
た
き
っ
か
け
は
？

　

元
々
浜
松
市
で
英
語
講
師
を
し

て
い
ま
し
た
。
独
立
を
考
え
て
い

ま
し
た
が
、
起
業
す
る
な
ら
知
ら

な
い
土
地
で
挑
戦
し
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

加
え
、
仕
事
上
、
夜
遅
く
帰
る
こ

と
も
多
く
、
家
族
の
時
間
が
作
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
、
移
住
を

き
っ
か
け
に
解
消
で
き
な
い
か
な

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

移
住
先
は
色
々
検
討
し
ま
し
た

が
、
旅
行
も
兼
ね
て
訪
れ
た
際
爪

木
崎
の
灯
台
か
ら
見
え
る
景
色
を

見
た
瞬
間
に
こ
の
土
地
に
住
み
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

暮
ら
し
て
み
て
い
か
が
で
す
か
？

　

下
田
の
人
は
優
し
く
て
、
人
と

の
あ
た
た
か
い
ご
縁
に
と
て
も
恵

ま
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

生
活
の
一
部
に
人
の
交
流
が
あ
っ

て
、
と
て
も
嬉
し
く
自
分
自
身
も
優

し
い
気
持
ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。

移
住
し
て
苦
労
し
た
こ
と
は
？

　

あ
ま
り
感
じ
た
こ
と
は
な
い
で

す
ね
。
買
い
物
は
沼
津
ま
で
行
っ

た
り
と
、
大
変
と
聞
く
こ
と
も
あ

る
の
で
す
が
、
私
達
は
運
転
が
好

き
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
あ
ま
り

苦
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
移
動
時
間

が
夫
婦
や
家
族
と
の
交
流
の
場
に

も
な
る
の
で
楽
し
い
で
す
。

子
育
て
環
境
は
い
か
が
で
す
か
？

　

子
ど
も
た
ち
は
学
校
や
お
友
達

の
話
も
た
く
さ
ん
し
て
く
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

と
先
生
の
距
離
も
近
く
て
、
な
に

か
あ
っ
た
と
き
も
す
ぐ
電
話
を
く

地域おこし協力隊の地域おこし協力隊の
　　　　　　活動報告　　　　　　活動報告


